
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
二
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

一
八
） 

答

弁

第

一

八

号 

   

衆
議
院
議
員
栗
田
翠
君
提
出
浜
岡
原
子
力
発
電
所

3
号
炉
の
敷
地
地
盤
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
八
第
一
八
号 

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
福 

 

田 
 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
栗
田
翠
君
提
出
浜
岡
原
子
力
発
電
所

3
号
炉
の
敷
地
地
盤
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

浜
岡
原
子
力
発
電
所

3
号
炉
の
地
質
、
地
質
構
造
の
調
査
に
当
た
つ
て
は
、
御
指
摘
の
露
頭
に
つ
い
て
、
十

分
に
、
調
査
・
検
討
を
行
つ
た
。
な
お
、
御
指
摘
の
露
頭
は
、
三
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ

1
1
Ｋ

1
2
0

1
の
露
頭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

二
に
つ
い
て 

「
日
本
の
活
断
層
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
御
前
崎
地
域
の
断
層
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
、
調
査
・
検
討
を
行
つ

た
。 

三
に
つ
い
て 



(8) 

1
1
Ｋ

1
2
0
1 

御
前
崎
町
白
羽 

(7) 

0
9
Ｚ

1
7
1
3 

相
良
町
笠
名 

(6) 

0
9
Ｚ

0
7
1
0 

相
良
町
地
頭
方 

(5) 

0
8
Ｔ

2
5
0
7 

浜
岡
町
上
の
原 

(4) 

0
4
Ｃ

2
4
0
3 

小
笠
町
高
橋 

(3) 

0
4
Ｃ

2
2
1
3 

浜
岡
町
門
屋 

(2) 

0
2
Ｓ

1
5
5
4 
相
良
町
菅
ヶ
谷 

(1) 

0
2
Ｃ

1
5
0
3 

小
笠
町
高
橋 

御
指
摘
の
露
頭
は
、
「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書(

3
号
炉
増
設)

」
の
添
付
書
類
六

第

3
、

3
―

2
図
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
露
頭
番
号
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

(13) 

3
6
Ｋ

0
3 

御
前
崎
町
御
前
崎 

(12) 

3
6
Ｈ

0
1 
御
前
崎
町
白
羽 

(11) 

2
9
Ｋ

1
9 

相
良
町
大
江 

(10) 

2
9
Ｋ

1
5 

相
良
町
大
江 

(9) 
2
8
Ｈ

1
3 

相
良
町
西
萩
間 

三
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
露
頭
に
つ
い
て
は
、
第
三
紀
層
の
上
位
に
堆た

い

積
す
る
第
四
紀
層
中
の
断
層
の

有
無
、
第
三
紀
層
中
の
断
層
と
第
四
紀
層
中
の
断
層
と
の
連
続
性
の
有
無
、
第
四
紀
層
中
の
断
層
の
形
成
原
因

等
を
総
合
的
に
検
討
し
、
い
ず
れ
の
露
頭
に
お
い
て
も
、
第
三
紀
層
中
の
断
層
の
活
動
が
、
そ
の
上
位
に
堆た

い

積

す
る
第
四
紀
層
に
変
位
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
評
価
し
た
。 

五 

 



六
及
び
七
に
つ
い
て 

中
部
電
力
株
式
会
社
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
て
行
つ
た
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
取
り
ま

と
め
て
、
「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書(

3
号
炉
増
設)

」
の
添
付
書
類
六
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所

3
号
炉
の
敷
地
地
盤
の
安
全
評
価
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う

な
事
実
誤
認
の
疑
い
が
存
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
安
全
評
価
の
見
直
し
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。 浜

岡
原
子
力
発
電
所

3
号
炉
敷
地
周
辺
の
地
質
調
査
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
昭
和
五
十
五
年
度

に
か
け
て
、
中
部
電
力
株
式
会
社
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
（
サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
ア
イ
・
エ

ヌ
・
エ
ー
新
土
木
研
究
所
）
に
委
託
し
て
、
文
献
調
査
及
び
広
域
地
質
構
造
調
査
を
行
つ
た
。
な
お
、
調
査
人

員
等
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 

六 

 



 

七 

右
答
弁
す
る
。 




